
基準年（Ａ）

現状値（Ｂ）

目標値（Ｃ）

現状値（Ｄ）

目標値（Ｅ）

成果目標
　・施設の受益者における漁業所得の合計
　・施設の受益者１戸における漁業所得

今後の改善方向等に関する分析 ・当該施設における他漁協所属漁業者の利用促進

（１）現状値の説明

・取組の目標（KPI）…志々伎漁協に所属する中核的漁業経営者のうち、青色申告をし
てい
　る者の平均値
・成果目標…志々伎漁協所属組合員の青色申告を基に同漁協所属漁業者全体の推定漁
業所
　得を算出後、他漁協所属受益者の漁業所得と合算

（２）地域への経済効果
　　（ハード事業のみ）

・平戸市中南部における安定した氷の供給体制が構築されたことにより、流通コスト
の
　逓減や鮮度の向上が図られ、地域漁業者の所得向上に貢献している
・志々伎地区においては他地域での氷購入に伴う運搬経費が削減され、箱立て等に従
事
　する漁協職員を増員し、荷捌出荷作業の充実化と漁協職員の労働環境の改善につな

（令和元年度末時点）　●●●●●●千円（１戸あたり　●●●●千円）
　対目標値〔=D/E〕　　　　　112％　　　　　　　　　　　117％

（令和元年度末）　　　●●●●●●千円（１戸あたり　●●●●千円）

（３）所見 ・引き続き当該施設利用の向上に努め、漁業者の所得向上を図る

助成金額 　81,964千円

事業計画の内容 　鮮度保持施設（製氷施設鉄骨造３階建、製氷13ｔ／日、貯氷20ｔ）

評

価

取組の目標（KPI) 　・志々伎漁協における中核的漁業経営者１名あたりの漁業所得

（令和元年度末時点）　　●●●●千円
増加率
〔=B/A-1〕

（４）評価機関への意見等
・志々伎地区における鮮魚（マダイ、イサキ）の水揚状況は、豊漁により魚価は低下
した
　ものの水揚金額は計画時点よりも大幅に上昇

（平成28年度時点）　　　●●●●千円

51.7%の増加

（令和３年度末）　　　　●●●●千円
増加率
〔=C/A-1〕

11.0%の増加

実施地区 平戸市志々伎地区

実施期間及び目標年度

実施期間 目標年度

平成28年度～平成29年度
・取組の目標（KPI）：令和３年度
・成果目標：令和元年度

事業実施者 志々伎漁業協同組合

（作成部署名）
　　長崎県水産部水産経営課

目的

・組合員への安定的な氷供給体制の構築及び出荷作業（箱立て）の充実化による漁業
者
　の所得向上
・近隣の他漁協所属漁業者への氷供給による操業機会の回復及び増加

目標

平成27年度補正　水産業競争力強化緊急施設整備事業　事後評価結果

整理番号

１

【取組の目標（KPI）】
・志々伎漁協における中核的漁業経営者１名あたりの漁業所得
　（令和３年度）●●●●千円
【成果目標】
・施設の受益者における漁業所得の合計
　（令和元年度）●●●●●●千円
・施設の受益者１戸における漁業所得
　（令和元年度）●●●●千円


